
 
*2017年 11月（第 3版）新規記載要領に基づく改定 

2006年 3月 20日作成（第 2版） 

2003年 1月 10日作成（新様式第 1版） 

 医療機器届出番号：27B3X00094D01001 

                                 

 医療用品 1 エックス線フィルム 

スクリーン型歯科画像診断用 X線フィルム (40977000) 

救急エキスプレス 
 

 

 
【禁忌・禁止】 

本品の使用により発疹などの過敏症状を起こした患者には

仕様を中止し、すぐに医師の診断を受けさせること。 
 

 
【形状・構造等及び原理】 

材質：ビニール、銀塩フィルム、現像定着液 

形状：全長 172mm 
   フィルム部 長さ 55mm 幅 37mm 
   液部    長さ 80mm 幅 42mm 

 
【使用目又は効果】 

口腔内撮影に用いる歯科用 X線フィルム。  

 
 【使用方法等】 

１） 袋から本品を出してフィルム側を口腔内に入れます。 

２） 照射後、患者から隔離した場所でフィルム全体を透明な袋
に入れて下さい。 

３） 液が入っている部分を上に、フィルム部分を下に持ちます。 

４） 袋の液部上部から丸めていくと内部でプチという感触で
膜が破れて、液がフィルム部分に流れていきます。 

５） 瞬時に、右手の親指と人差し指で挟みながら、上からフィ

ルム部分下端までマッサ－ジを 50秒間続けます。 
６） フィルム部分を上に、液部分を下に持ち変えて、フィルム

部分内部の液を元の液部に完全に戻します。 

７） フィルム部分上端を左右に開け、フィルムを取り出します。 
８） フィルムを水洗して下さい。 
９） 残った袋は液が出ないように二つに折り、液漏れのない袋

に入れて処分してください。 
10）上記 4、5の手順の間に時間を置かないでください。 
11）過度な力で液部を押さないで下さい。破損の原因となりま

す。 
12）万一の液漏れ防止の為に、現像する際にはフィルムの液部
を袋に入れて圧接してください。 

 
【使用上の注意】 
１）使用上の注意 

①適切な安全光の下で開封すること。 
②袋開封後はなるべく早く使うこと。 
③局部的に折り曲げたり、擦ったり、強い圧力を避けるこ

と。 
④極度な高温下での取り扱いは避けること。 
⑤静電気が発生するような極度な低温下での取り扱いは避

けること。 
⑥撮影後は患者から離れた場所、現像室、暗室、又は遮蔽

壁を置き、液の移動をすること。 

 
⑦衣服にかかると茶色に変色しますので、防水エプロン、

防護服等を着用すること。 

⑧本品が破損し、液が皮膚、目、口腔内に付着した場合は 
すぐに流水で洗浄し専門の医院で診断を受けさせること。 

⑨本品は【使用目的,性能又は効果】に記載以外には使用し

ないこと。 
⑩本品は歯科医療有資格者以外は使用しないこと。 

 

２）重要な基本的注意 
・本品の使用により発疹などの過敏症状を起こした患者に

は、使用を中止し、すぐに医師の診断を受けさせること。 

 
 

 

【保管方法及び有効期間等】 
［保管方法］ 
・ 本品は直射日光を避けて、放射線や X線及び有毒ガス（ホ

ルマリンガス、硫化水素ガス等）の影響を受けない低温の
場所に保管すること。 

・ 本品は歯科の従事者以外が触れないように適切に保管、管

理すること。 
［使用期限］ 
・使用期限は商品箱上に明記しています。 

 
【保守・点検に係わる事項】 

・不純物が付着していないか確認する事。 

・使用期限を確認する事。 
 
【製造販売業者又は製造業者等の氏名又は名称等】 

製造販売業者： 内外歯材株式会社 
住所    ： 〒543-0062 

大阪府大阪市天王寺区逢阪 2-3-10 

電話番号  ： 06-6771-5553 
ＦＡＸ番号 ： 06-6779-7518   
 

外国製造所 ： DENTALFILM社  
国名 ： イタリア 

        


